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　３月 10 日（木）に、中原地区の米
山にある馬頭観音で春の大祭が行わ
れ、境内にはたくさんの参拝者が訪
れました。
　牛馬など畜産の神様として江戸
末期の 1845 年から奉られる観音様
で、今年 171 回目。畜産関係者らは、
家内安全とともに、牛馬用の安全お
守りを買い求めていました。
　参拝を終えると、地元の婦人会か
ら御接待を受け、小豆ご飯やお煮し
めを味わっていました。

　町内の農林道などをマウンテンバイクで
巡るイベントが３月 13 日（日）に開催され、
72 人の参加者が 37 キロメートルのコース
を巡りました。
　町と小国郷自転車愛好会が開いた催し
で、一般道は安全に移動し、指定された林
道コースで走行時間を競う「エンデューロ」
と呼ばれる形式の競技で、小国郷では初の
イベントとなります。午前９時に役場前を
出発した参加者は馬場地区や中原地区を走
行、立岩地区では地域の人たちが準備した
昼食のもてなしを受けるなど競技を楽しむ
様子が見られました。

　南小国町食生活改善推進員協議会　会長
の上島キミ子さんが、平成 27 年度健康づ
くり功労者知事表彰（栄養改善功労者）を
受賞されました。上島会長は、多年にわた
り栄養及び食生活の改善に尽力され、南小
国町の食生活改善推進員協議会でも会長と
して通年 20 年にわたり積極的に活動され
ています。

――――――  馬頭観音祭  ――――――

―― 南小国町 MTB エンデューロ ――

―――受賞おめでとうございます―――
●健康づくり功労者知事表彰
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　３月 25 日（金）に、町内の３保育
園で卒園式が執り行われました。
　今年は、市原保育園で 17 人、中
原保育園で３人、黒川保育園で４
人の計 24 人が保育園を卒園しました。
　式では、先生に名前を呼ばれると「はい！」
と大きな声で返事をして、卒園証書を受け
取っていました。元気に別れの言葉や歌を聞
かせ年長さんらしさを見せてくれました。

――  卒園おめでとうございます  ――
中原保育園

黒川保育園 市原保育園

ひ
と
ひ
ら
の
紅
梅
銜
え
鳥
思
案　
　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

雪
晴
の
障
子
を
開
け
て
遠
野
見
る　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

境
内
に
流
る
ゝ
水
の
温
み
け
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河
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子

囲
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裏
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燠
赤
々
と
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暮
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河
津
せ
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石
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の
根
に
蕗
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ぞ
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ゐ
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河
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靜
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製
の
初
暦
掛
け
一
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住
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川
西　

淳
子

ど
ん
ど
や
の
煙
ま
と
い
て
呑
む
御
神
酒　
　
　

北
里　

富
男

何
時
に
な
く
布
団
に
甘
え
朝
寝
か
な　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

朝
早
き
鍛
冶
屋
の
音
も
春
め
き
ぬ　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

父
の
忌
の
蓬
摘
む
手
の
悴
み
て　
　
　
　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

窓
ご
し
の
フ
ェ
ン
ス
覗
く
小
鳥
か
な　
　
　
　

佐
渡　

節
子

女
旅
銀
杏
俎
買
う
小
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下
城　

た
ず

春
田
鋤
く
付
か
ず
放
れ
ず
鴉
二
羽　
　
　
　
　

杉
野　

正
依

辛
夷
咲
き
髙
石
垣
に
住
ま
わ
る

　ゝ
　
　
　
　

橋
本　

や
ち

夕
暮
れ
や
畦
焼
く
匂
ひ
ど
こ
か
ら
か　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

な
つ
か
し
き
亡
母
の
文
字
あ
る
梅
酒
瓶　
　
　

安
武
く
に
子
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マゼノ共和国春祭り

押戸石まつり

5/4
（水）

4/29
（金）

　マゼノ共和国春まつり実行
委員会主催の「マゼノ共和国春まつり」が
開催されます。
　キャンプシーズン到来を告げる初夏のイ
ベントとして、地元湯田地区でつくる実行
委員会が開催しているものです。キャンプ
場では、いろいろなステージイベントや魚
のつかみ取り、地元の人による山菜の天ぷ
らや、マスの塩焼きなどのバザーも並び賑
わいます。キャンプ場ならではのお祭りを
楽しめます。
【日時】５月４日　午前 10時～
【場所】甲の瀬ファミリーキャンプ村
【入場料】大人：200円　子ども：100円
【問い合わせ】
南小国町観光協会　☎（４２）１４４４

　ペトログラフ（古代文字）が刻まれている
といわれる巨石の前での神事のあと当日は神
事を行います。広場では地元上中原の住民で
つくる実行委員会によるイベントが開かれま
す。会場には地元の皆さんによるだご汁や赤
飯、焼き鳥などのバザーが出店します。また、
ビンゴゲームなどのステージイベントも行わ
れます。
　お祭り開催中も丘に登ることができます。
普段は来ないという人は、この機会に押戸石
の丘に登ってみてはいかがですか？
【日時】４月 29日　午前 10時～
【場所】押戸石の丘
【入場料】祭り参加は無料
【問い合わせ】
南小国町観光協会　☎（４２）１４４４

き
よ
ら
ス
キ
ー
も
春

の
イ
ベ
ン
ト
の
ど
れ

か
に
参
加
す
る
ラ
ヨ

！

　

４
月
か
ら
５
月
に
町
内

で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い

る
イ
ベ
ン
ト
ば
か
り
で
す
。

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る

よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
南
小
国
の

自
然
の
中
で
行
わ
れ
る
の

で
、
町
内
の
自
然
に
触
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

野
焼
き
し
た
草
原
に
緑

が
戻
っ
て
く
る
こ
の
季
節
。

自
然
豊
か
な
南
小
国
を
こ

の
機
会
に
堪
能
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
是
非
町
内
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。
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南小国の自然に触れながら楽しめる

南小国　春のイベント
満願寺温泉感謝祭

立岩水源まつり

4/10
（日）

4/17
（日）

　志津の温泉館周辺で、地元
の温泉に感謝する祭りとして続く満願寺温
泉祭り。
　温泉館裏にある薬師様の祭りが起源のイ
ベントで、平成元年頃から現在の形の地域
の春祭りとなりました。薬師堂での仏事の
あと、温泉館横のスペースに実行委員会に
よるバザーが並び、特設ステージでは住民
による舞踊の披露やビンゴゲームなどが行
われます。
【日時】４月 10日　午前 10時～
【場所】志津地区
【入場料】無料（バザー代などは別）
【問い合わせ】
南小国町観光協会　☎（４２）１４４４

　毎年、夏に行われていた
このお祭り。今年は４月に
開催されることになりま
した。
　水源を利用してのそう
めん流しや、さかなのつか
み取り、地元の人たち手作
りのコロッケや、だご汁な

どのバザーも行われます。また、立岩水源の水と他の場所の水
を飲み比べる「きき水」、フラダンスやスコップ三味線などの
ステージイベントも行われます。近くでは、「シャクナゲ」も
開花しており、祭りの間に見て回ることもできます。
【日時】４月 17日　午前 11時～
【場所】立岩水源公園
【入場料】無料（バザー代などは別）、そうめん流し：300円
【問い合わせ】南小国町観光協会　☎（４２）１４４４
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住
民
健
診
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す
！

　

今
年
度
も
７
月
上
旬
に
住
民
健
康
診

査
を
開
催
し
ま
す
。
健
診
を
受
診
希
望

の
人
は
、
必
ず
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。「
住
民
健
診
申
込
書
」
は
世

帯
主
宛
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族

全
員
で
確
認
の
上
、
４
月
25
日（
月
）ま

で
に
行
政
組
長
さ
ん
も
し
く
は
町
民
課

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

住
民
健
診
は
、
各
種
の
検
査
で
皆
さ

ん
の
健
康
状
態
を
診
る
大
切
な
機
会
で

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
役
立
て
る
た
め
、
健

診
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

妊
娠
を
望
ん
で
い
る
ご
夫
婦
へ

■
熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

こ
の
事
業
は
不
妊
治
療
を
受
け
て
い

る
ご
夫
婦
に
対
す
る
、
県
が
行
う
特
定

不
妊
治
療（
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
）

に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事

業
で
す
。

【
対
象
者
】

※
下
記
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
夫
婦

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
体
外
受
精
ま
た
は
顕
微
授
精
以
外
の

治
療
法
に
よ
っ
て
は
妊
娠
の
見
込
み
が

な
い
、
ま
た
は
極
め
て
少
な
い
と
医
師

に
診
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦
。

・
夫
婦
合
算
の
所
得
が
７
３
０
万
円
未

満
。

・
夫
婦
以
外
の
第
三
者
か
ら
の
精
子
や

卵
子
な
ど
の
提
供
、
代
理
母
、
借
り
腹

の
治
療
法
で
な
い
こ
と
。

【
１
回
の
治
療
あ
た
り
の
助
成
額
】

○
特
定
不
妊
治
療

　

下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
男
性
不
妊
治
療

　

特
定
不
妊
治
療
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
る
男
性
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
に

対
し
て
、
１
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円

ま
で
を
助
成
し
ま
す（
た
だ
し
、
治
療

ス
テ
ー
ジ
Ｃ
は
除
く
）。

【
助
成
回
数
】

　

初
め
て
助
成
を
受
け
る
時
の
治
療
開

始
時
の
妻
の
年
齢
に
よ
っ
て
通
算
助
成

回
数
が
異
な
り
ま
す
。

○
40
歳
未
満
の
場
合
43
歳
に
な
る
ま
で

に
通
算
６
回
ま
で

○
40
歳
以
上
43
歳
未
満
：
43
歳
に
な
る

ま
で
に
通
算
３
回
ま
で

○
43
歳
以
上
：
な
し

　

詳
し
い
内
容
を
聞
き
た
い
人
や
助
成

を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
阿
蘇
保
健
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
６
７（
３
２
）０
５
３
５

■
南
小
国
町
こ
う
の
と
り
支
援
事
業

　

町
で
も
不
妊
・
不
育
治
療
に
要
す
る

医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

※
下
記
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
夫
婦

が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
夫
婦
と
も
に
町
内
に
住
民
票
を
有
し

て
い
る

・
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
医
師
に
診
断

さ
れ
た
人

・
医
療
保
険
各
法
に
よ
る
被
保
険
者
、

組
合
員
ま
た
は
被
扶
養
者

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い

・
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満

【
助
成
範
囲
お
よ
び
助
成
額
】

○
助
成
範
囲

　

医
療
機
関
に
お
い
て
受
け
た
治
療
に

関
す
る
検
査
料
お
よ
び
治
療
費
、
ま
た

そ
れ
に
係
る
相
談
料
な
ど
の
保
険
適
応

外
医
療
費

○
助
成
額

　

１
年
度
に
お
い
て
10
万
円
を
限
度

※
治
療
に
つ
い
て
の
ご
相
談
や
申
請
を

希
望
す
る
人
は
、
保
健
師
へ
ご
連
絡
下

さ
い
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

Ａ 新鮮胚移植を実施 15 万円※

Ｂ 採卵から凍結胚移植に至る一連の治療を実施 15 万円※

Ｃ 以前に凍結した胚を解凍して移植を実施 7 万 5 千円

Ｄ 体調不良等に移植の目途が立たずに治療終了 15 万円※

Ｅ
受精できず、または胚の分割停止、変性、多精子受精などの異常受精等
による中止

15 万円※

Ｆ 採卵したが卵が得られない、または状態のよい卵が得られないため中止 7 万 5 千円

※Ａ・Ｂ・Ｄ・Ｅは初回の治療に限り 30 万円まで
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○
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

　

平
成
28
年
度
４
月
１
日
よ
り
、
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
、
お
よ
び

低
所
得
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
判
定
所
得
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま

す
。

■
課
税
限
度
額

基
礎
課
税
額　
〈
現　

行
〉
→
52
万
円

　
　
　
　
　
　
〈
改
正
後
〉
→
54
万
円

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

　
　
　
　
　
　
〈
現　

行
〉
→
17
万
円

　
　
　
　
　
　
〈
改
正
後
〉
→
19
万
円

介
護
納
付
金
課
税
額
　
　

16
万
円

■
軽
減
判
定
所
得

５
割
軽
減
基
準
額

〈
現　

行
〉
→
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

＋
26
万
円
×
（
被
保
険
者
数
＊
）

〈
改
正
後
〉
→
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

＋
26･

５
万
円
×
（
被
保
険
者
数
＊
）

２
割
軽
減
基
準
額

〈
現　

行
〉
→
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

＋
47
万
円
×
（
被
保
険
者
数
＊
）

〈
改
正
後
〉
→
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）

＋
48
万
円
×
（
被
保
険
者
数
＊
）

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
申
告
所
得
税
・
消
費
税
の
振
替
期
日

　

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
並
び
に
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
納
税
は
、
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と

な
る
「
振
替
納
税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

　

利
用
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
振
替
日
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

申
告
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得

税
の
振
替
日

　

平
成
28
年
４
月
20
日（
水
）

　

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
振
替
日

　

平
成
28
年
４
月
25
日（
月
）

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最

寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
に

つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
６
，２
６
０
円
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
国
民
年
金
法
第
87
条
に
お
い
て

１
６
，６
６
０
円
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
16
年
度
か
ら
の
物
価
と
賃
金
の
変

動
に
基
づ
く
平
成
28
年
度
の
保
険
料
改

定
率
０
・
９
７
６
を
乗
じ
る
こ
と
に
よ

り
、
１
６
，２
６
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
制

度
の
ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
納
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
人

は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま

す
。

　

対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お

よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上

で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
な
ど

で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
次
の
計
算

式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で
あ
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

【
所
得
目
安
】
１
１
８
万
円
＋
（
扶

養
親
族
等
の
数
×
３
８
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、

承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
、
４
月
の
始
め
に
再
申
請

の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113

7
広報きよら 2016.4



銃
砲
の
一
斉
検
査

　

次
の
日
程
で
、
銃
砲
（
猟
銃
・
狩
猟

刀
）
の
一
斉
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

通
知
書
記
載
内
容
を
確
認
の
上
、
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
持
者
の
人
は
受
検
す
る
こ
と
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

通
知
書
を
ご
覧
の
上
、
必
ず
受
験
し
て

く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

　

県
内
に
お
い
て
、
振
り
込
め
詐
欺
な

ど
の
被
害
の
発
生
が
続
い
て
い
ま
す
。

【
還
付
金
詐
欺
】

　

税
務
署
な
ど
公
的
機
関
の
職
員
を
名

乗
り
、
税
金
や
医
療
費
な
ど
の
還
付
が

あ
る
と
偽
り
電
話
を
か
け
て
く
る
も
の
。

【
架
空
請
求
詐
欺
】

　

郵
便
や
メ
ー
ル
な
ど
を
利
用
し
、
有

料
サ
イ
ト
な
ど
の
料
金
が
未
払
い
で
あ

る
な
ど
架
空
の
事
実
で
料
金
を
請
求
し

て
く
る
も
の
。

現
金
を
要
求
さ
れ
、

　

◇
振
り
込
ま
せ
る

　

◇
取
り
に
く
る

　

◇
待
ち
合
わ
せ
る(

手
渡
す)

　

◇
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
さ
せ
る

な
ど
、
指
示
さ
れ
た
ら
要
注
意
！

　

ま
た
、
家
族
に
相
談
す
る
時
間
を
与

え
な
い
よ
う
、
用
意
を
急
が
せ
る
こ
と

も
詐
欺
の
特
徴
で
す
！

阿
蘇
広
域
消
防
フ
ェ
ア

　

春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
３
月
５

日（
土
）に
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
で
消
防

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
車

両
展
示
や
防
災
ヘ
リ
訓
練
展
示
、
は
し

ご
車
搭
乗
体
験
、
綱
渡
り
体
験
、
ク
イ

ズ
大
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
消
防
フ
ェ
ア
で

消
防
の
仕
事
を
少
し
で
も
理
解
し
て
い

た
だ
き
、
日
頃
の
火
災
予
防
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式

　

春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
い
防
火
思

想
の
普
及
啓
発
の
た
め
、
阿
蘇
郡
市
の

小
学
生
を
対
象
に
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
、
入
賞
さ
れ
た
小
国
町
、
南

小
国
町
の
小
学
生
を
対
象
に
３
月
３
日

（
木
）北
部
分
署
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

【
南
小
国
町
】

平
成
28
年
４
月
13
日（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　

南
小
国
町

　
　

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

【
小
国
町
】

平
成
28
年
４
月
14
日（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　
　

小
国
警
察
署
３
階
会
議
室

【
予
備
日
】

平
成
28
年
４
月
15
日（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で

　
　

小
国
警
察
署
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３
月
５
日（
土
）に
小
国
郷
の

人
権
劇
団
「
光
座
」
が
Ｊ
Ａ
阿

蘇
小
国
郷
中
央
支
所
で「
右
手
」

を
公
演
し
ま
し
た
。
右
手
の
あ

ら
す
じ
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

戦
争
の
時
代
、
私
た
ち
人
間

の
手
は
、
人
を
傷
つ
け
る
た
め

に
使
わ
れ
ま
し
た
。
い
け
な
い

こ
と
だ
と
思
い
な
が
ら
も
戦
争

が
人
の
手
を
そ
う
変
え
て
い
き

ま
し
た
。こ
の
阿
蘇
の
地
で
も
、

傷
つ
い
た
ア
メ
リ
カ
人
を
家
族

の
敵
と
し
て
傷
め
つ
け
て
し

ま
っ
た
事
実
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
亡
く
な
っ
た
ら
味
方
も
敵

も
な
い
と
言
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

人
を
手
厚
く
葬
っ
た
人
も
い
ま

し
た
。二
度
と
戦
争
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
そ
ん
な
社
会
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
右
手
」
を
観
た
人
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

○
自
分
は
、
よ
そ
の
地
か
ら
来

た
者
で
す
。
阿
蘇
が
戦
争
の
地

で
あ
っ
た
事
を
初
め
て
知
り
ま

し
た
。
人
に
親
切
に
す
る
こ
と

は
大
事
で
、
そ
の
事
が
次
に
つ

な
が
る
こ
と
、
自
分
も
そ
の
気

持
ち
の
大
切
さ
を
感
じ
る
劇
で

し
た
。
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

○
光
座
結
成
10
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。「
右
手
」色
々

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
、

平
和
の
大
切
さ
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
す
。
ひ
と
り
一
人
の
勇
気

が
、
連
帯
が
平
和
の
源
と
思
い

ま
す
。
20
周
年
目
指
し
て
頑

張
っ
て
下
さ
い
。

○
教
師
と
し
て
、
阿
蘇
の
子
ど

も
た
ち
へ
、
今
日
の
こ
と
を
伝

え
て
、
共
に
考
え
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

○
子
ど
も
連
れ
で
来
ま
し
た
。

戦
争
の
話
な
の
で
、
難
し
い
か

な
と
思
い
ま
し
た
が
、
小
４
の

子
も
小
１
の
子
も
真
剣
に
観
て

い
ま
し
た
。
人
体
実
験
の
場
面

な
ど
、
衝
撃
な
話
で
目
を
そ
む

け
た
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
う

い
う
残
酷
な
事
が
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
も
伝
え
て
い
く
こ
と
が

大
事
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

劇
と
い
う
も
の
で
、
こ
う
い
う

話
に
触
れ
る
機
会
が
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て

も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

○
戦
争
こ
そ
最
大
の
差
別
・
人

権
侵
害
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
の
公
演
の
内
容
を
よ
く

知
っ
て
い
な
い
自
分
が
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
の
現
状
を
私
た
ち
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
微
力
な
が
ら
自
分

の
で
き
る
一
歩
を
歩
み
だ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
何
度
参
加
し
て
も
感
動
で
心

が
ふ
る
え
る
。そ
れ
は
劇
団「
光

座
」
に
結
集
さ
れ
て
い
る
団
員

の
皆
さ
ん
の
伝
え
た
い
、
届
け

た
い
思
い
が
私
の
胸
に
つ
き
さ

さ
っ
て
来
る
か
ら
だ
ろ
う
。
戦

争
と
は
、
い
か
に
人
間
を
人
間

で
な
く
す
る
も
の
で
あ
る
の
か

を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
こ
の
「
ア

メ
リ
カ
兵
暴
行
。
殺
傷
の
事
実

に
向
き
合
っ
て
い
か
ね
ば
と

思
っ
た
。
会
場
に
参
加
し
て
い

る
児
童
・
生
徒
そ
し
て
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
ん
な
に
真

剣
に
人
権
・
人
の
命
の
大
切
さ

を
考
え
て
い
る
。そ
の
こ
と
が
、

ま
た
感
動
す
る
。
最
後
に
、
こ

の
公
演
に
至
る
ま
で
の
練
習
・

取
り
組
み
を
思
い
、
ま
た
感
動

す
る
。
私
が
こ
の
手
で
何
を
す

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

○
今
年
は
観
客
と
し
て
じ
っ
く

り
観
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
熱
い
パ
ワ
ー
が
伝

わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
涙
し
た

り
笑
っ
た
り
た
く
さ
ん
考
え
た

り
、
思
考
が
足
り
な
い
く
ら
い

で
し
た
。
去
年
よ
り
も
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。今
日
、

客
席
に
い
た
皆
さ
ん
も
、
団
員

の
皆
さ
ん
と
同
じ
一
歩
を
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
踏
み
だ
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
と
て

も
心
強
い
な
ー
と
思
い
ま
し

た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

私
は
、光
座
団
員
に
な
っ
て
、

７
年
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
、

負
傷
し
た
ア
メ
リ
カ
兵
を
助
け

る
村
の
長
老
役
で
し
た
。
本
番

で
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
練
習

の
時
は
、
心
温
か
い
団
員
に
囲

ま
れ
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
南
小
国
町

か
ら
の
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に

観
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

145

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
平
和
な
世
の
中
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

アメリカ兵に食事を出す場面

9
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

　

先
月
、
広
報
誌
で
お
伝
え
し
ま

し
た
、
常
勤
医
の
退
職
に
よ
り
、

４
月
か
ら
小
国
公
立
病
院
の
外
来

診
療
体
制
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

脳
神
経
外
科
と
小
児
科
常
勤
医

師
の
派
遣
終
了
に
よ
り
今
後
、
常

勤
医
の
診
療
は
総
合
診
療
と
外
科

の
み
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
脳
神
経
外
科
に
通
院

さ
れ
て
い
た
人
は
、総
合
診
療
科
・

外
科
の
常
勤
医
・
非
常
勤
医
に
振

り
分
け
、
診
療
を
継
続
い
た
し
ま

す
。
４
月
か
ら
の
、
診
察
窓
口
変

更
に
つ
き
ま
し
て
は
、
受
付
で
お

伝
え
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

　

小
児
科
は
外
来
診
療
を
な
ん
と

か
継
続
で
き
る
よ
う
、
多
方
面
に

依
頼
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
熊

本
大
学
小
児
科
・
熊
本
赤
十
字
病

院
の
ご
厚
意
で
、
月
・
火
・
木
・

金
曜
日
に
外
来
診
療
を
行
う
非
常

勤
医
師
を
派
遣
し
て
頂
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
町
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
救
世
主
的
な
非
常
勤

医
師
派
遣
で
す
。
た
だ
し
、
水
曜

日
の
み
は
、
休
日
や
時
間
外
と
同

様
で
、
小
児
科
医
以
外
の
医
師
が

可
能
な
範
囲
で
対
応
し
ま
す
。

　

整
形
外
科
・
循
環
器
科
・
眼
科
・

耳
鼻
科
・
皮
膚
科
・
産
婦
人
科
・

泌
尿
器
科
・
物
忘
れ
科
の
外
来
は

こ
れ
ま
で
通
り
、
非
常
勤
医
師
に

よ
る
外
来
診
療
で
す
。

　

今
や
、
余
裕
の
あ
る
病
院
な
ど

熊
本
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
地

域
の
た
め
に
、
身
を
削
っ
て
医

師
を
派
遣
し
て
頂
け
る
組
織
や
、

遠
く
ま
で
診
察
に
来
て
頂
け
る

医
師
に
、
病
院
と
し
て
、
町
と

し
て
、
感
謝
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

小
国
公
立
病
院
と
し
て
、
基
本

的
に
は
こ
れ
ま
で
通
り
の
外
来

診
療
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
、
努

力
し
ま
す
が
、
医
師
１
人
当
た
り

の
診
察
人
数
が
増
え
て
し
ま
い
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
待
ち
時
間
が

長
く
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
上
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　花粉、黄砂、PM2.5 の大きさを比較し
てみると、スギ花粉は直径 30 ～ 40µm、
黄砂は約 4µm、PM2.5は 2.5µm 以下となっ
ています。PM2.5 はスギ花粉に比べ大変
小さく、肺の奥深くまで入りやすいとい
う事になります。ちなみに、インフルエン
ザウイルスの大きさは、約 0.1µm です。

脳
神
経
外
科
医
師
・
小
児
科
医
師
退
職
後
の

新
年
度
の
診
療
体
制

小
国
公
立
病
院　

院
長　

坂
本
英
世
・
医
局
員
一
同　

■新任医師紹介
名前：糸山　明莉（いとやま　あかり）
生年月日：S60.10.13 生
出身地：熊本県
専門分野：消化器外科
趣味：テニス

【コメント】
３月より、外科医とし
て赴任いたしました。
１年間、精一杯頑張り
ますので、よろしくお
願いします。町で見か
けたらお声かけ下さい。

月 火 水 木 金

小児科外来 熊大 日赤 休診 熊大 日赤

脳外科外来 総合診療科・外科で対応（診察窓口が変更になることがあります）　　

インフルエン
ザウイルス PM2.5 黄砂 スギ花粉 髪の毛

● ● ● ● ●
0.1µm 2.5µm 以下 4 ～ 7µm 30µm 70µm
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２
年
生　
修
学
旅
行

　
２
月
28
日（
日
）か
ら
３
月
１
日（
火
）

に
か
け
て
、
沖
縄
に
修
学
旅
行
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
南
小
国
を
出
発
す
る
時

は
、
気
温
が
０
℃
近
く
ま
で
下
が
り
肌

寒
い
天
気
で
し
た
が
、
那
覇
空
港
に
着

く
と
気
温
17
℃
と
少
し
汗
ば
む
く
ら
い

の
天
気
で
、
沖
縄
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
地
で

は
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
平

和
祈
念
資
料
館
で
の
次

世
代
講
話
や
糸
数
壕
で

の
説
明･

暗
闇
体
験
を

通
し
沖
縄
の
歴
史
と
共
に
平
和
の
尊
さ

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
三
線
な
ど
の

体
験
学
習
、
美
ら
海
水
族
館
・
首
里
城

見
学
や
国
際
通
り
で

の
自
主
活
動
と
沖
縄

の
文
化
や
歴
史
、
自

然
に
触
れ
る
学
習
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
全
員
自
分
を

大
切
に
、
仲
間
を
大

切
に
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

第
69
回　
卒
業
証
書
授
与
式

　

３
月
11
日（
金
）に
、
第
69
回
卒
業
証

書
授
与
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

中
学
校
最
大
の
行
事
と
位
置
付
け
、

厳
粛
な
中
に
も
感
動
の
あ
る
行
事
に
し

よ
う
と
、
職
員
・
在
校
生
気
持
ち
を
一

つ
に
し
、
卒
業
生
の
旅
た
ち
を
心
か
ら

祝
福
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
先
、

楽
し
い
こ
と
や
苦

し
い
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
が
、「
た
だ

今
成
長
中
」
ふ
る
さ

と
南
小
国
で
培
っ
た
た
く
ま
し
さ
や
人

を
思
い
や
る
心

を
大
切
に
、
感

謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
常
に

挑
戦
し
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

  

卒
業
生
の
皆

さ
ん
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

小
国
支
援
学
校
と
の
交
流
会

　

２
月
26
日（
金
）に
、
本
校
１
年
生
と

小
国
支
援
学
校
と
の
交
流
会
が
あ
り
ま

し
た
。
パ
ッ
ク
ボ
ー
リ
ン
グ
、
パ
ッ
ク

集
め
ゲ
ー
ム
、
フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
を
そ

れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー
ム
ご
と
に
３
チ
ー
ム
に

分
け
て
競
い
合

い
ま
し
た
。
生

徒
達
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
楽
し

み
な
が
ら
親
睦

を
深
め
て
い
る

様
子
で
し
た
。

第
67
回
卒
業
証
書
授
与
式

　

３
月
１
日（
火
）に
、
卒
業
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
男

子
27
人
女
子
24

人
の
合
計
51
人

の
生
徒
が
学
び

舎
を
旅
立
ち
ま

し
た
。
卒
業
生

代
表
の
宮
﨑
楓

雅
く
ん
は
、
答

辞
の
中
で
、
在
校
生
に
向
け
「
皆
さ
ん

が
進
路
達
成
に
向
け
て
勤
し
む
と
き
に

少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う
社
会
人
と

し
て
よ
り
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
進
路
で
活
躍
し
て
い
く
こ
と
を

誓
っ
て
い
ま
し
た
。

「
先
輩
に
学
べ
」

　

３
月
11
日（
金
）に
、
大
学
生
・
社
会

人
と
の
交
流
会
「
先
輩
に
学
べ
」
が
あ

り
ま
し
た
。
小
国
高
校
の
卒
業
生
た
ち

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
体
育
館
で

そ
れ
ぞ
れ
の
卒
業
生
の
講
話
の
後
、
各

教
室
に
分
か
れ
て
進
路
に
関
す
る
質
問

や
高
校
生
活
で

や
っ
て
お
く
べ

き
こ
と
な
ど
の

話
が
あ
り
ま
し

た
。
身
近
な
先

輩
た
ち
に
積
極

的
に
質
問
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
を

真
剣
に
受
け
止
め
て
い
る
様
子
が
印
象

的
で
し
た
。

（
文
責
）
校
長　

林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

11
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後期高齢者医療被保険者の人へお知らせ
後期高齢者医療制度の対象となる人
・75歳以上の人（75歳の誕生日から自動的に加入）
・65歳から 74歳までの人で一定の障がいがある人（市（区）町村に申請し、広域連合の認定を受けた日から
加入）
※一定の障がいがある人とは、身体障害者手帳に記載された障がいの等級が１～３級および４級の一部の
人などです。

※一定の障がいに該当する人の加入（障がいの認定の申請）は任意です。障がいの認定は、いつでも申請
することができ、いつでも撤回することができます。ただし、過去にさかのぼって申請・撤回すること
はできません。

※生活保護を受けている人および外国人の人で在留期間が３か月未満である人などは対象になりません。

平成 28・29 年度の保険率が決定しました
・熊本県後期高齢者医療広域連合では２年ごとの保険料の見直しにより、次のとおり決定しました。

平成 26･27 年度保険料率と同一です

平成 28年度は保険料軽減対象者が拡大します
・所得が低い人や被用者保険加入者※に扶養されていた人の保険料は、継続して軽減されます。
　（※）被用者保険とは協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

　所得が低い人の軽減
◆保険料の均等割額の軽減
世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等の合計額が

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、
被保険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ 80 万円として
計算したうえで所得が０円となる場合

→ 保険料の均等割額を９割軽減

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯 → 保険料の均等割額を 8.5 割軽減

「基礎控除額（33 万円）」＋「26.5 万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯（拡大） → 保険料の均等割額を５割軽減

「基礎控除額（33 万円）」＋「48 万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯（拡大） → 保険料の均等割額を２割軽減

　＊均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。
　　また、年金所得については、15万円を控除した額で判定します。
◆保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減
被保険者の総所得金額などが

「基礎控除（33 万円）」＋ 58 万円を超えない人 → 保険料の所得割額を５割軽減

　被用者保険加入者に扶養されていた人の軽減
　被用者保険加入者に扶養されていた人も、特別措置として、平成 28年度も保険料の均等割額が９割軽
減されます（所得割額はかかりません）。
　対象となる人…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた人

均等割額
（被保険者１人当たり）

４７，９００円

所得割額
｛総所得金額等－ 33 万円（基礎控除）｝

×

所得割率9.26％
＝ ＋保険料額（年額）

※年額 57 万円が上限です

13
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熊
本
県
警
・
九
州
財
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ

　
『
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
の

た
め
金
融
機
関
窓
口
で
声
掛
け

を
実
施
中
！
』

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
の

特
殊
詐
欺
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特

殊
詐
欺
の
被
害
を
防
止
す
る
た

め
、
熊
本
県
警
察
本
部
、
九
州

財
務
局
、
県
内
金
融
機
関
業
界

団
体
な
ど
は
連
携
協
定
を
締
結

し
、
金
融
機
関
に
お
け
る
顧
客

へ
の
声
掛
け
な
ど
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
金
融
機
関
の

窓
口
で
高
齢
者
が
高
額
の
預
貯

金
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
場
合

（
※
）、
①
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を

使
い
、
詐
欺
被
害
に
遭
っ
て
な

い
か
職
員
に
よ
る
声
掛
け
を
行

い
ま
す
。
②
可
能
な
限
り
現
金

で
の
払
出
し
を
避
け
、「
振
込

み
」
ま
た
は
現
金
化
に
本
人
確

認
が
必
要
な「
預
貯
金
小
切
手
」

の
利
用
を
勧
め
ま
す
。
③
顧
客

の
言
動
に
少
し
で
も
特
殊
詐
欺

被
害
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
た

場
合
、直
ち
に
警
察
へ
連
絡
し
、

駆
け
つ
け
た
警
察
官
と
共
同
で

被
害
の
有
無
に
つ
い
て
確
認
し

ま
す
。
平
成
27
年
中
、
熊
本
県

内
で
は
、
１
０
７
件
（
被
害
総

額
約
３
億
１
９
０
０
万
円
）
の

被
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
れ
た
全
て
の
人

は
、
詐
欺
に
気
付
か
ず
、
電
話

の
相
手
か
ら
言
わ
れ
る
が
ま
ま

に
現
金
を
準
備
し
て
犯
人
に
渡

し
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
財

産
を
お
守
り
す
る
取
り
組
み
で

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
※
）高
齢
者
、高
額
の
基
準
は
金

融
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
警
察
本
部　

生
活
安
全

企
画
課

☎
０
９
６（
３
８
１
）０
１
１
０

九
州
財
務
局　

金
融
監
督
第
１

課☎
０
９
６（
３
５
３
）６
３
５
１

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
生
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
排

気
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化

物
や
炭
化
水
素
な
ど
が
紫
外
線

の
影
響
で
化
学
反
応
を
起
こ
し

生
成
さ
れ
た
有
害
な
物
質
が
、

高
い
濃
度
で
大
気
中
に
滞
留
す

る
大
気
汚
染
現
象
の
ひ
と
つ
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
日
差
し
が
強
く
な

る
の
に
伴
い
、
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な

り
ま
す
。気
温
が
20
度
以
上
で
、

風
が
弱
く
、
晴
れ
て
い
る
の
に

空
に
も
や
が
か
か
る
日
は
注
意

が
必
要
で
す
。

　

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
濃
度
が

基
準
値
を
超
え
る
と
「
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
注
意
報
」
が
発
令
さ

れ
、
告
知
放
送
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
屋
外
で
の
運
動
な

ど
を
や
め
、
で
き
る
だ
け
早
く

室
内
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
イ
ラ
ス

ト
の
よ
う
な
症
状

が
現
れ
た
ら
、
水

道
水
な
ど
の
流
水

で
眼
を
洗
っ
た
り
、
手
洗
い
う

が
い
を
十
分
に
行
い
休
息
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
回
復
し
な
い
場
合

や
、咳
や
頭
痛
が
続
く
場
合
は
、

医
師
の
診
療
を
受
け
る
と
と
も

に
、役
場
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

高
齢
者
の
た
め
の
無
料
職
業

紹
介
所

　

事
業
主
・
求
職
者
の
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
人
（
概
ね
65
歳
以

上
）
に
本
人
希
望
と
能
力
に
応

じ
た
仕
事
を
ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。

■
相
談
日
時

毎
週　

月
・
水
・
金

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
場
所

熊
本
県
阿
蘇
保
健
所　

１
階

総
務
福
祉
課
内

■
問
い
合
わ
せ

一
般
財
団
法
人　

熊
本
さ
わ
や

か
長
寿
財
団　

熊
本
県
無
料
紹

介
所
（
阿
蘇
相
談
所
）

☎（
３
２
）４
５
３
３

休
日・夜
間
に
お
け
る
病
院
群
輪

番
制
病
院
運
営
事
業
に
つ
い
て

　

阿
蘇
地
域
で
は
、
休
日
・
夜

間
の
救
急
医
療
に
つ
い
て
、
左

記
の
病
院
が
輪
番
制
に
よ
り
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

内
科
ま
た
は
外
科
の
い
ず
れ

か
を
毎
日
３
病
院
が
担
当
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
当
日
の
診
療

科
目
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

事
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

病院名 住　所 電話番号 備　考

阿蘇医療センター 阿蘇市黒川 1178 0967-34-0311 内科または外科

小国公立病院 阿蘇郡小国町宮原 1743 0967-46-3111 内科または外科

阿蘇温泉病院 阿蘇市内牧 1153-1 0967-32-0881 内科のみ

阿蘇立野病院 阿蘇郡南阿蘇村立野 185-1 0967-68-0111 内科または外科

大阿蘇病院 阿蘇市一の宮宮地 5833 0967-22-2111 内科または外科
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動
物
取
扱
業
に
つ
い
て

　

動
物
の
愛
護
と
管
理
に
関
す

る
法
律
に
よ
り
、
動
物
の
取
扱

業
（
販
売
・
ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
な

ど
）
を
営
も
う
と
す
る
人
は
当

該
事
業
を
営
も
う
と
す
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
保
健

所（
県
）へ
登
録
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

未
登
録
で
の
動
物
の
取
り
扱

い
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
登
録
内
容
の
変
更
を

届
け
出
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
報

告
を
行
っ
た
場
合
は
30
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

未
登
録
で
の
動
物
の
販
売
行

為
な
ど
は
、
違
法
に
あ
た
る
可

能
性
が
高
い
た
め
、
こ
れ
か
ら

犬
を
飼
お
う
と
し
て
い
る
人

は
、
購
入
先
が
動
物
取
扱
業
者

か
登
録
証
な
ど
で
確
認
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ 

阿
蘇
保
健
所

☎
０
９
６
７（
３
２
）０
５
３
５

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び

指
導
取
締
強
化
月
間
に
つ
い
て

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。

巣
立
ち
し
た
ヒ
ナ
が
落
ち
て
い

て
も
、
必
ず
親
鳥
が
保
護
し
ま

す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
熊
本
県
で
は
５
月
10

日
か
ら
の
１
ヶ
月
間
を
指
導
取

締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕

獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ
、

ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
）
の
愛
が
ん
飼

養
目
的
の
捕
獲
に
つ
い
て
は
、

鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
許
可
し
て

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
に
許
可
を
得

て
捕
獲
し
飼
養
登
録
済
み
の
個

体
は
、
更
新
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
引
き
続
き
飼
養
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
南
小
国
町
役
場

農
林
課
、ま
た
は
熊
本
県
県
北
広

域
本
部
阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

農
林
課　

☎（
４
２
）１
１
１
４

熊
本
県
県
北
広
域
本
部
阿
蘇
地

域
振
興
局　

林
務
課　

☎（
２
２
）３
６
４
９

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た

詐
欺
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

全
国
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
便
乗
し
た
詐
欺
と
思
わ
れ

る
次
の
よ
う
な
事
案
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

・「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
登
録
に
費

用
が
必
要
」
な
ど
と
言
い
、
お

金
を
要
求
さ
れ
た
。

・
情
報
流
出
が
あ
っ
た
と
し

て
、「
情
報
を
抹
消
す
る
た
め

に
は
費
用
が
必
要
」
な
ど
と
言

い
、
お
金
を
要
求
さ
れ
た
。

・「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
調

査
を
行
っ
て
い
る
」
な
ど
と
言

い
、
資
産
や
保
険
な
ど
の
個
人

情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

手
口
の
詐
欺
と
思
わ
れ
る
事
案

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
審

な
電
話
や
来
客
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
お
金
を
払
っ
た
り
個
人

情
報
を
教
え
た
り
せ
ず
、
役
場

総
務
課
☎（
４
２
）１
１
１
３
に

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
料
登
記
相
談
所
開
設
（
予

約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ

る
土
地
・
建
物
な
ど
の
売
買
・

贈
与
・
相
続
な
ど
の
登
記
に
関

す
る
無
料
の
登
記
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

４
月
21
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
予
約
先

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

農
作
業
安
全
講
座
受
講
者
募
集

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
農

作
業
の
安
全
確
保
と
機
械
の
効

率
的
利
用
を
推
進
す
る
た
め
農

作
業
安
全
講
座
を
行
い
ま
す
。

■
講
座
の
種
類
と
内
容

農
作
業
安
全
講
座

①
大
型
特
殊（
以
下「
大
特
」）

②
け
ん
引

・
農
作
業
安
全
啓
発
講
義
、大
型

・
ト
ラ
ク
タ・
ト
レ
ー
ラ
ー
け
ん

引
き
運
転
操
作
及
び
路
上
研
修

・
運
転
免
許
試
験

■
講
座
日
程

７
月
～
来
年
２
月
の
間
に
大
特

６
回
、
け
ん
引
４
回
（
１
回
４

日
間
）
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
日
程
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
受
講
者
募
集
期
間

４
月
11
日（
月
）～

５
月
６
日（
金
）

■
受
講
資
格
要
件

県
内
に
居
住
す
る
専
業
農
家
ま

た
は
兼
業
農
家
、
農
業
生
産
組

織
や
生
産
法
人
等
の
構
成
員
で

大
型
特
殊
車
両
の
機
械
を
有
す

る
。ま
た
は
利
用
し
て
い
る
者
。

■
受
講
手
続

　

所
定
の
受
講
申
込
書
に
必
要

項
を
記
入
し
阿
蘇
地
域
振
興
局

農
業
普
及
・
振
興
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
制
で
す
の
で
応
募
者
多
数

の
場
合
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

■
受
講
料

研
修
受
講
料
は
無
料
で
す
が
運

転
免
許
試
験
受
験
に
か
か
る
経

費
（
約
５
千
円
）
は
受
講
者
負

担
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
立
農
業
大
学
研
修
部

☎
０
９
６（
２
４
８
）１
１
８
８

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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景
観
建
築
窓
口
の
取
扱
い

　

熊
本
県
で
は
、
平
成
28
年
４

月
か
ら
建
築
基
準
法
等
に
関
す

る
届
出
、
申
請
書
な
ど
の
「
郵

送
」
に
よ
る
受
付
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
阿
蘇
地
域
振

興
局
で
も
引
き
続
き
月
・
木
曜

日
の
午
前
10
時
か
ら
12
時
に
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

書
類
の
提
出
や
相
談
・
協
議
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
請
書
な
ど
は
「
信
書
」
に

な
る
た
め
、
メ
ー
ル
便
や
宅
急
便

な
ど
で
の
送
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
１
‐
１
３
３
１

菊
池
市
隈
府
１
２
７
２
‐
１
０

熊
本
県
県
北
広
域
本
部
景
観
建

築
第
二
課
（
菊
池
総
合
庁
舎
）

☎
０
９
６
８（
２
５
）２
７
２
４

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

中
野　

幸
裕  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

村
上　

晋
治  

様  

東
京
都
北
区

髙
田　

将
太  

様  

神
奈
川
県
大
和
市

平
野　

尚
茂  

様  

京
都
府
京
都
市

桂　
　

文
裕  

様  

熊
本
県
熊
本
市

六
藤　

雄
一  

様  

東
京
都
江
東
区

齋
藤　

貴
士  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

高
橋　

秀
彰  

様  

大
阪
府
箕
面
市

小
西　

愛
美  

様  

大
阪
府
大
阪
市

馬
本　

誠
也  

様  

福
岡
県
古
賀
市

穴
井　

良
介  
様  

兵
庫
県
川
西
市

牧
野　
　

順  
様  
神
奈
川
県
川
崎
市

中
原　

啓
子  

様  
埼
玉
県
羽
生
市

宮
園　

芳
和  

様  

福
岡
県
福
岡
市

横
山　

政
彦  

様  

大
阪
府
堺
市

河
﨑　

廣
信  

様  

兵
庫
県
姫
路
市

松
尾　

邦
康  

様  

福
岡
県
春
日
市

永
岡　

翔
世  

様  

福
岡
県
福
岡
市

平
野　

広
恵  

様  

東
京
都
調
布
市

大
橋　

由
尚  

様  

東
京
都
中
央
区

石
飛　

克
人  

様  

千
葉
県
浦
安
市

高
島　

梨
菜  

様  

東
京
都
豊
島
区

野
原　

嗣
久  

様  

大
阪
府
豊
中
市

東
田　

章
志  

様  

兵
庫
県
姫
路
市

東
田
美
奈
子  

様  

兵
庫
県
姫
路
市

関　
　

利
行  

様  

山
口
県
下
関
市

川
西　

智
士  

様  

京
都
府
八
幡
市

松
尾　
　

貴  

様  

福
岡
県
福
岡
市

長
瀬　

雅
則  

様  

東
京
都
文
京
区

渡
邉　

芳
子  

様  

広
島
県
福
山
市

高
橋　
　

誠  

様  

広
島
県
広
島
市

小
川　

令
持  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

長
友　

理
加  

様  

熊
本
県
熊
本
市

福
本　

龍
夫  

様  

兵
庫
県
神
戸
市

小
栗　

靖
司  

様  

愛
知
県
一
宮
市

安
藤
真
理
子  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

岸　

庄
太
郎  

様  

静
岡
県
静
岡
市

松
村
由
紀
夫  

様  

東
京
都
品
川
区

松
島
真
亜
里  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

竹
原　

俊
夫  

様  

大
阪
府
堺
市

池
田　

岳
登  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

伊
波　
　

努  

様  

福
岡
県
福
津
市

藤
倉　
　

賢  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

与
本　

雅
仁  

様  

大
阪
府
吹
田
市

渡
邉　

一
司  

様  

岐
阜
県
岐
阜
市

湊　
　
　

浩  

様  

京
都
府
京
都
市

市
原　

好
二  

様  

岐
阜
県
多
治
見
市

寺
井　

康
浩  

様  

神
奈
川
県
相
模
原
市

渡
辺　

香
保  

様  

愛
知
県
弥
富
市

島
本　

猛
男  

様  

京
都
府
京
都
市

佐
藤　

正
夫  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

大
園　

勝
己  

様  

佐
賀
県
佐
賀
市

山
口　

春
代  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

北
川　

智
之  

様  

福
岡
県
福
岡
市

飯
岡　
　

郁  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

高
呂　

則
明  

様  

大
阪
府
吹
田
市

前
田
テ
ル
子  

様  

東
京
都
中
央
区

坂
本　

睦
子  

様  

熊
本
県
熊
本
市

今
村　

光
志  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

井
原　

慶
亮  

様  

熊
本
県
玉
名
市

　
南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

本
田　

高
幹　
様　

坂
の
下

井　
　

喜
伴　
様　

吉　

原

権
藤　

丈
人　
様　

大
谷
山

井　

あ
つ
子　
様　

黒　

川

児
玉　

保
美　
様　

杉
田
下

中
村
富
美
子　
様　

菊
池
市

　

ま
た
、一
般
寄
附
と
し
て
、次
の
方
よ

り
多
額
の
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

白
垣　

有
梨　
様　

中
原
住
宅

中
中
原
老
人
ク
ラ
ブ　
様

（
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
益
金
）

　
皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す
よ
う
有

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
お
お
お

も
う
そ
う

も
う
そ
う

きき

し
た
し
た

うう

か
ら
だ

か
ら
だ

とと

きき

つつ

あ
ん
し
ん

あ
ん
し
ん

え
だ
し
た

え
だ
し
た

とと

し
た
し
た

い
そ
い
そ

は
な
み

は
な
み

ふ
く

ふ
た
り

う
れ

【広報２月号の訂正とお詫び】
　14ページに掲載した「1歳
赤ちゃん」に誤りがありました。
●髙村瀧青くんの住所を「上町
２」と紹介しましたが、正し
くは「志津中」でした。
　関係者及び読者の皆さまにご
迷惑をおかけしましたことを深く
お詫び申し上げます。
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4/
13水

14 木
乳児健診　13：00～13：30受付　開発センター
認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

15 金 さくら荘ミニデイサービス　13：30～

16 土

17 日 立岩水源まつり　11：00～15：00　立岩水源公園

18 月

19 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

20 水

21 木 心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘
３歳児健康診査  13：00～13：15受付  開発センター

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木 認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

29 金 昭和の日
押戸石祭り　10：00～　押戸石の丘

30 土 　

5/
1日

2 月 高齢者ミニデイサービス　9：30～　湯夢プラザ

3 火 憲法記念日

4 水
みどりの日

マゼノ共和国春まつり　10：00～
　　　　　　　　　甲の瀬ファミリーキャンプ村

5 木 こどもの日

6 金
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　　　　　   小国町開発センター
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

7 土

8 日

9 月 高齢者ミニデイサービス　9：30～　上中原公民館

10 火 狂犬病予防注射（～11日）

11 水

12 木
乳児健診　13：00～13：30受付　開発センター
認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

2
／
20
生　

佐
藤　

徠ら
い
と人

く
ん

　
（
父
）信
弘･

（
母
）理
代　
　

小
　
田

3
／
5
生　

藤
田　

航こ
う
き輝

く
ん

　
（
父
）貴
雄･

（
母
）阿
佐
美　

杉
田
下

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

2
／
25
　
権
藤
シ
ヅ
カ（
97
）大
谷
山

3
／
6
　
井　
農
夫
年（
82
）星　

和

3
／
15
　
佐
藤
ヤ
ス
子（
90
）吉　

原

3
／
19
　
杉　
タ
カ
ヱ（
86
）米　

山

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（2月29日現在）

世帯数　1,772世
帯

（＋１）
　男　　2,003人

（＋５）
　女　　2,268人

（－５）
　計　　4,271人

（±０）
※（ ）は前月比

４月・５月平成28年
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 き
よ
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－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
2
9

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

BIRTHDAY

   H
A

PPY
3月
生まれ
希望者
のみ
掲載佐藤　歩実 ちゃん

あゆあゆ みみ

27.3.4生

　（父）豊和さん

　（母）朋子さん

１歳のお誕生日おめでとう。たくさ
ん食べて、いっぱい遊んで、いろんな
ことを楽しんでね！

赤馬場

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

　小国郷両町の観光をＰＲ
するイベント「小国郷観光
フェスティバル」が、瀬の本の
三愛レストハウスを会場に開
かれました。
　両町の観光関係者が共同
で設立した『小国郷観光会
議』が昨年から開催。町内で
は初めて開かれました。乗馬
やパラグライダーなどの体
験、木工教室などが開かれた
ほか、「赤牛ファンディングプ
ロジェクト」に参加する郷内
６店舗による赤牛料理が特
別価格で提供。蕎麦打ち体験
なども行われました。
　雨の予報もあったものの天
候も一日崩れず、多くの人た
ちが訪れアウトドア体験や食
事を楽しんでいました。

3/6
（日） 小国郷観光フェスティバル

小国郷の観光とアウトドアを楽しむ

①ボルダリング
②パラグライダー
③赤牛の試食

②①

③

②①

③

平
成
28
年
度
前
期「
技
能
検
定
」

国
家
試
験
の
実
施

　

技
能
検
定
は
、
職
種
ご
と
に

特
級
・
１
級
・
２
級
お
よ
び
３

級
に
区
分
す
る
も
の
と
、
等
級

を
区
分
し
な
い
単
一
等
級
が
あ

り
、
試
験
は
実
技
試
験
と
学
科

試
験
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

合
格
者
に
は
、
特
級
・
１
級

お
よ
び
単
一
等
級
は
厚
生
労
働

大
臣
名
、
２
級
お
よ
び
３
級
は

熊
本
県
知
事
名
に
よ
り
合
格
証

書
が
交
付
さ
れ
「
技
能
士
」
と

称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
２
級
実
技
試
験
と
同

時
に
「
技
能
五
輪
全
国
大
会
熊

本
県
地
方
大
会
」
を
兼
ね
て
実

施
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

４
月
４
日（
月
）～

４
月
15
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

業
務
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
６（
２
８
５
）５
８
１
８
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